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①
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推

進
の
た
め
の
「
ス
イ
ッ
チ
O
T
C

薬
控
除
」（
医
療
費
控
除
の
特
例
）

の
創
設
（　
年
度
の
住
民
税
か
ら

３０

適
用
）

　
　
年
１
月
１
日
～　
年　
月　

２９

３３

１２

３１

日
に
、
ス
イ
ッ
チ
O
T
C
医
薬
品

（
※
）
の
購
入
費
用
が
年
間
１
万

２
０
０
０
円
を
超
え
た
場
合
は
、

そ
の
購
入
費
用
の
う
ち
、
１
万
２

０
０
０
円
を
超
え
る
額
（
年
間　
１０

万
円
を
限
度
）
を
所
得
控
除
で
き

る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

は
、
こ
の
制
度
か
現
行
の
医
療
費

控
除
の
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
適
用

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
の
制
度
は
特
定
健
康
診

査
・
予
防
接
種
・
定
期
健
康
診
断
・

健
康
診
査
・
が
ん
検
診
の
い
ず
れ

か
を
受
け
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

　
※
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
と

は
、
要
指
導
医
薬
品
お
よ
び
一
般

用
医
薬
品
の
う
ち
、
医
療
用
か
ら

転
用
さ
れ
た
医
薬
品
（
類
似
の
医

療
用
医
薬
品
が
医
療
保
険
給
付
の

対
象
外
の
も
の
を
除
く
）
で
す
。

②
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
の

添
付
書
類
の
変
更
（　
年
度
の
住

３０

民
税
か
ら
適
用
）

　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
、

医
療
費
の
明
細
書
ま
た
は
医
療
保

険
者
な
ど
の
医
療
費
通
知
書
を
、

申
告
書
の
提
出
の
際
に
添
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
た
だ
し
、　

年
度
～　
年
度
の

３０

３２

申
告
に
つ
い
て
は
、
改
正
前
の
医

療
費
の
領
収
書
の
添
付
に
よ
り
、

医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

③
配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控

除
の
見
直
し
（　
年
度
の
住
民
税

３１

か
ら
適
用
）

　
配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控

除
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
納
税
義

務
者
本
人
に
所
得
制
限
が
設
け
ら

れ
る
と
と
も
に
、
配
偶
者
特
別
控

除
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る
配
偶

者
の
合
計
所
得
金
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
（
下
表
１
・
２
参
照
）。

　
詳
し
く
は
課
税
課
市
民
税
係
☎

４
７
０
・
７
７
７
７
（
内
線
２
３

３
３
～
２
３
３
７
）
へ
。

表１　配偶者控除　納税義務者の合計所得金額による控除額
控除額所得割の納税義務者の

合計所得金額 老人控除対象配偶者控除対象配偶者
３８万円３３万円９００万円以下
２６万円２２万円９５０万円以下
１３万円１１万円１,０００万円以下

※所得割の納税義務者の合計所得金額が１,０００万円を超える場合には、
配偶者は扶養に入ることができますが、控除額は発生しません。
※所得税に適用される控除額は、上記とは異なります。
表２　配偶者特別控除　所得割の納税義務者とその配偶者

それぞれの合計所得金額による控除額
所得割の納税義務者の

合計所得金額による控除額配偶者の
合計所得金額

１,０００万円以下９５０万円以下９００万円以下

１１万円
２２万円３３万円３８万超９０万円以下
２１万円３１万円９５万円以下

９万円１８万円２６万円１００万円以下
７万円１４万円２１万円１０５万円以下
６万円１１万円１６万円１１０万円以下
４万円８万円１１万円１１５万円以下
２万円４万円６万円１２０万円以下
１万円２万円３万円１２３万円以下

※所得割の納税義務者の合計所得金額が１,０００万円を超える場合に
は、適用はありません。
※所得税に適用される控除額は、上記とは異なります。

公的年金からの市民税・都民税の引き落とし（特別徴収）の徴収方法
　引き落とし（特別徴収）を開始する年度と２年目以降継続する年度
では、徴収方法が異なります。

表１　特別徴収１年目の方
例　年金に係る税額（年税額）が１万２,０００円の場合

特別徴収
（年金からの引き落とし）

普通徴収
（納付書または口座振替）徴収方法

２月１２月１０月８月６月納期・
年金支給月

２,０００円２,０００円２,０００円３,０００円３,０００円納付額 年税額の２分の１（６,０００円）年税額の２分の１（６,０００円）
表２　特別徴収２年目以降の方

例　年税額が１万７,０００円で、前年度の年税額が１万８,０００円の場合
特別徴収（本徴収）特別徴収（仮徴収）徴収方法

２月１２月１０月８月６月４月納期・
年金支給月

２,６００円２,６００円２,８００円３,０００円３,０００円３,０００円
納付額 年税額から仮徴収分を

引いた額
前年度の年税額の
６分の１

い
た
金
額
を
、
公
的
年
金
か
ら
引

き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）
し
ま
す
。

◎
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）
が

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）
開

始
後
、
公
的
年
金
な
ど
の
支
給
停

特
別
徴
収
１
年
目
の
方
・

昨
年
途
中
で
納
付
書 

ま
た
は
口
座
振
替（
普

通
徴
収
）に
な
っ
た
方

　
①
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）

の
対
象
と
な
る
方
＝　
年
中
に
公

２８

的
年
金
の
支
払
い
を
受
け
た
方
で
、

　
年
４
月
１
日
現
在
、
公
的
年
金

２９か
ら
の
引
き
落
と
し
の
対
象
と
な

る
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る　
歳
以
上
の
方
。

６５

た
だ
し
、
次
の
方
は
引
き
落
と
し

の
対
象
者
に
な
り
ま
せ
ん

　
▼　
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内

２９

に
住
所
を
有
し
な
い
方
（
転
出
、

死
亡
者
な
ど
）
▼
老
齢
基
礎
年
金

な
ど
の
支
給
額
が
年　
万
円
未
満

１８

の
方
▼
介
護
保
険
が
引
き
落
と
し

（
特
別
徴
収
）
さ
れ
な
い
方
▼
障

害
年
金
・
遺
族
年
金
の
み
を
受
給

し
て
い
る
方
（
課
税
対
象
に
な
ら

な
い
た
め
）

　
②
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）

の
開
始
時
期
＝　
年　
月
支
給
分

２９

１０

か
ら
　
③
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）

の
対
象
と
な
る
年
金
＝
老
齢
基
礎

年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
、
退
職
共

済
年
金
な
ど

　
④
引
き
落
と
し（
特
別
徴
収
）の

対
象
と
な
る
市
民
税
・
都
民
税
＝

対
象
と
な
る
の
は
公
的
年
金
な
ど

の
年
金
所
得
に
係
る
市
民
税
・
都

民
税
の
み
で
す
。
年
金
所
得
の
他

に
給
与
所
得
、
不
動
産
所
得
な
ど

の
所
得
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
ら
の

所
得
に
係
る
市
民
税
・
都
民
税
は

従
来
通
り
、
給
与
で
の
特
別
徴
収
、

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
（
普
通

徴
収
）
に
よ
る
納
付
に
な
り
ま
す

　
⑤
公
的
年
金
か
ら
の
徴
収
方
法

＝
６
月
・
８
月
は
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
（
普
通
徴
収
）、　

月
・
１０

　
月
・
２
月
は
公
的
年
金
か
ら
の

１２引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）
に
な

り
ま
す
（
下
表
１
参
照
）

特
別
徴
収
２
年
目
以
降
の
方

　
「
引
き
落
と
し
の
対
象
と
な
る

方
」「
引
き
落
と
し
の
対
象
と
な
る

年
金
」「
引
き
落
と
し
の
対
象
と
な

る
市
民
税
・
都
民
税
」
に
つ
い
て

は
１
年
目
の
方
と
同
様
で
す
。

　
①
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）

の
開
始
時
期
＝　
年
４
月
支
給
分

２９

か
ら
。
た
だ
し
、
４
月
～
８
月
分

に
つ
い
て
は
仮
徴
収
に
な
り
ま
す

（
下
表
２
参
照
）

特
別
徴
収
１
年
目
と
２
年

目
以
降
の
方
共
通
事
項

◎
仮
徴
収
・
特
別
徴
収
と
は

　
市
民
税・都
民
税
は
、
市
民
税・

都
民
税
納
税
通
知
書
で
決
定
と
な

り
、
７
月
に
年
金
保
険
者
（
日
本

年
金
機
構
な
ど
）
へ
市
民
税
・
都

民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
引
き
落

と
し
（
特
別
徴
収
）
を
依
頼
し
ま

す
。
こ
の
た
め
４
月
・
６
月
・
８

月
分
は
仮
徴
収
と
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
前
年
度
の
市
民
税
・
都
民
税
額

（
年
税
額
）
の
６
分
の
１
の
金
額

を
、
公
的
年
金
か
ら
引
き
落
と
し

（
特
別
徴
収
）
し
ま
す
。　

月
・

１０

　
月
・
２
月
分
は
、
そ
の
年
度
の

１２年
税
額
か
ら
仮
徴
収
分
を
差
し
引

止
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
は
、
引

き
落
と
し
が
中
止
と
な
り
、
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替（
普
通
徴
収
）

に
よ
る
納
付
と
な
り
ま
す
。

　

歳
未
満
で
公
的
年
金 

６５な
ど
を
受
給
し
て
い
る
方

　
　
歳
未
満
で
公
的
年
金
な
ど
の

６５
所
得
と
給
与
所
得
が
あ
り
、
給
与

所
得
の
市
民
税
・
都
民
税
が
給
与

か
ら
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）

さ
れ
て
い
る
方
は
、
公
的
年
金
な

ど
の
年
金
所
得
に
係
る
市
民
税
・

都
民
税
を
給
与
か
ら
の
引
き
落
と

し
分
と
合
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
希
望
す
る
方
は
、
勤
務
先
の

担
当
者
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

勤
務
先
か
ら
の
特
別
徴
収
へ
の
切

り
替
え
申
請
に
基
づ
き
、
市
課
税

課
で
処
理
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
給
与
所
得
に
係
る
市
民

税
・
都
民
税
の
納
付
方
法
が
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替（
普
通
徴
収
）

の
方
は
、
取
り
扱
い
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
同
課
市
民
税
係
☎
４

７
０
・
７
７
７
７
（
内
線
２
３
３

３
～
２
３
３
７
）
へ
。

　
市
の
「
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経

済
対
策
分
）」の
申
請
受
け
付
け
は

８
月　
日
で
終
了
し
ま
し
た
。

３１

　
同
給
付
金
を
装
っ
た
電
話
や
メ

ー
ル
に
よ
る
「
振
り
込
め
詐
欺
」

や「
個
人
情
報
の
詐
取
」、類
似
す

る
給
付
金
の
支
給
を
装
っ
た
不
審

な
サ
イ
ト
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
【
ご
注
意
】市
や
厚
生
労
働
省
な

ど
が
A
T
M
（
銀

行
・
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
の
現
金
自
動
預

払
機
）
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
▼
A
T

M
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他
人
か

ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う
こ

と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
▼
市
や

厚
生
労
働
省
な
ど
が
、
同
給
付
金

を
支
給
す
る
た
め
に
、
手
数
料
の

振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
▼
市
や
厚
生
労
働

省
の
職
員
を
か
た
っ
た
不
審
な
電

話
や
郵
便
が
あ
っ
た
場
合
は
、
警

察
署
、
警
察
相
談
専
用
電
話
（
♯

９
１
１
０
）
ま
た
は
市
総
務
課
臨

時
福
祉
給
付
金
担
当
☎
４
７
０
・

７
８
６
３
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
午
前
８
時
半
～
午
後
５

時　
分
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１５
　
詳
し
く
は
同
担
当
へ
。

　
「
東
村
山
都
市
計
画
生
産
緑
地

地
区
の
変
更（
東
久
留
米
市
決
定
）

案
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

都
市
計
画
法
第　
条
の
規
定
に
基

１７

づ
き
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
同
法
の
規
定
に
基
づ
き

市
民
お
よ
び
利
害
関
係
の
あ
る
方

は
、
市
長
に
対
し
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
【
縦
覧
の
期
間
・
場
所
】
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
、　

月
２

１０

日
（
月
）
～　
日
（
月
）
の
午
前

１６

８
時
半
～
午
後
５
時
（
正
午
～
午

後
１
時
を
除
く
）
に
、
都
市
計
画

課
（
市
役
所
５
階
）
で

　
【
意
見
書
の
提
出
方
法
】縦
覧
期

間
中
に（
必
着
）、〒
２
０
３
儿
８

５
５
５
、
市
役
所
都
市
計
画
課
宛

て
郵
送
、
ま
た
は
直
接
同
課
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い

　
詳
し
く
は
同
課
計
画
調
整
担
当

☎
４
７
０
・
７
７
６
２
へ
。

セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
」
が
最
多

得
票
数
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
　
詳
し
く
は
児
童
青
少
年
課
児

童
青
少
年
係
☎
４
７
０
・
７
７

３
５
へ
。

新
児
童
館
の
名
称

新
児
童
館
の
名
称
のの

投
票
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

投
票
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
すす

　
　
年
４
月
に
開
館
予
定
の
新

３０
児
童
館
の
名
称
を
、
皆
さ
ん
か

ら
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ

ん
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
、
６
つ
の
名
称

に
選
定
し
た
後
、
市
内
４
児
童

館
で
児
童
館
利
用
者
に
よ
る
投

票
を
実
施
し
た
結
果
、「
子
ど
も

　
【
入
団
資
格
】
市
内
在
住・在
勤

の　
歳
以
上
で
、
志
の
あ
る
身
体

１８
強
健
な
方

　
【
消
防
団
の
身
分・処
遇
】
消
防

団
員
は
、
特
別
職
の
地
方
公
務
員

で
す
▼
報
酬
や
手
当
な
ど
は
、
市

の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
▼

消
防
団
活
動
に
よ
り
負
傷
し
た
場

合
は
、
補
償
制
度
が
あ
り
ま
す
▼

消
防
団
活
動
に
必
要
な
被
服
は
貸

与
さ
れ
ま
す
▼
職
務
に
当
た
っ
て
、

功
労
・
功
績
が
あ
っ
た
場
合
は
、

表
彰
さ
れ
ま
す

　
申
し
込
み
は
電
話
ま
た
は
直
接

防
災
防
犯
課
消
防
担
当
☎
４
７

０
・
７
７
６
９
（
市
役
所
２
階
）

へ
。
　
※
同
担
当
か
ら
居
住
地
ま
た
は

勤
務
地
を
担
当
す
る
区
域
の
分
団

長
に
連
絡
し
、
本
人
と
分
団
長
が

面
談
の
上
、
分
団
長
が
推
薦
し
、

消
防
団
長
が
任
命
し
ま
す
。
分
団

に
よ
っ
て
は
、
団
員
の
配
置
定
数

が
あ
り
ま
す
の
で
、
入
団
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
担
当
へ
。

　
消
防
団
員
は
、
仕
事
を
持
ち
な

が
ら「
わ
が
街
を
災
害
か
ら
守
る
」

と
い
う
使
命
感
の
も
と
、
地
域
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
幅
広
い
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
地
域
に
密
着
し
た
消

防
団
に
入
団
し
ま
せ
ん
か
。

　
「
大
切
な
人
、大
切
な
自
分
の
街

を
守
り
た
い
」
そ
ん
な
気
持
ち
を

お
持
ち
の
方
、
あ
な
た
の
力
が
必

要
で
す
。
多
く
の
方
々
の
入
団
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す

市
民
税
・
都
民
税

公
的
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し（
特
別
徴
収
）の

お
知
ら
せ

年
度
以
降
の
税
制
改
正

　

年
度
以
降
の
税
制
改
正
のの

３０３０主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
すす

「
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）」

を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
メ
ー
ル
、

サ
イ
ト（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）に
ご
注
意
く
だ
さ
い

都
市
計
画
法
第

条
の
規
定
に
よ

都
市
計
画
法
第　

条
の
規
定
に
よ
るる

１７１７

「
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
（
東
久
留
米

「
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
（
東
久
留
米
市市

決
定
）
案
」
の
縦
覧
を
実
施
し
ま

決
定
）
案
」
の
縦
覧
を
実
施
し
ま
すす


